
恋人を愛しなさい！ 
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あるところに、愛することは善いことで正しいことだと、信じている人がいました。 

 

愛は何よりも大切だ。 
僕も一生、愛に生きるぞ！ 
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その人がある日、恋をしました。 

 
いったい、どうしたというのでしょう？ これでは何より大切な愛を育てることは出来ません。それって正しいことじゃな

いはずです。 

 

私、あなたなんか、 
好きじゃないわ 
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…もしかすると彼女は、彼の愛を疑っているのでしょうか？ 世の中には、愛していると嘘を付き女性を騙す男が、それは

それは大勢いるのです。 

 
自分の愛が本物だと証明するために、彼はあらゆる努力をしようと決意しました。 

ああ、どうすれば僕がこんなプレイボーイと違

うって、本気で彼女を愛しているんだって、彼

女に分かってもらえるのだろう？ 
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そこで試しに、彼女に愛を命令してみました。正しいことを命令するのは、正しいことのはずです。 嘘つきのプレイボー

イなどには決して出来ませんが、彼女を本気で愛しているのなら、男らしく堂々と、正義を貫くことが出来るはずです。 
 

 
 
なんと彼女は命令を聞きません！ もしかすると、彼女はまだ彼の本気を疑っているのでしょうか？ それとも何か悪いも

のに取り付かれているのでしょうか？ あるいは極度の恥ずかしがり屋さんなのでしょうか？ 

いやよ、だれが 
あんたなんか 

俺を好きになれ！ 
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…でも、大丈夫。障害があればあるほど愛は強く燃えるものです。 彼は暗い夜道で彼女を待ち伏せすることとしました。

こんなやり方で愛を命令することは、彼にとっても危険なことですが、彼女に分かってもらうためです。「命をかけても惜

しくはない！」 ―それこそが、本物の愛ではないでしょうか！  

 
ああ、良かった。今度こそ彼がいかに本気で愛しているか、彼女は分かってくれたようです。これで二人はこれから大切な

愛を育てて行くことが出来るでしょう。 

おい、俺を好きになれ 

は、はい 
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彼は彼女を、人里はなれた家に連れ込みました。 

 
誰にも邪魔されないところで、二人の大切な愛をゆっくりと育てるためです。 

は、はい。 
お願い、殺さないで 

よし、じゃ、二人で、

ここで暮らそう 
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でも時々、彼女は愛を裏切ったのです。 

 

むろん、遠くになんか行けません。 

 

こら、待てえ！ 
た、助けて！ 
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いうまでもなく、愛の裏切りは悪です！ 命がけの、本物の愛を裏切ることは、悪の中の悪です。 そして、悪は罰さなけ

ればいけません。 

 
彼女は泣きながら、何度も何度も、愛していると口にしました。やはり、本物の愛を深めていくためには、思いっきり怖が

らせて命令しなければいけないのですね。

本当よ、本当に愛し

ているわ。だから、

もうぶたないで！ 

ごめんなさい、愛

しているわ！ 

俺を愛しているなら、

二度と逃げるな。逃げ

たら、殺すぞ！ 
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…こうして彼は、彼女を脅し傷つけ、暴行を加え続けました。 
 
 
 

 
 
 

 

ごめんなさい、もう二度と裏切らないから。 

愛してる！ 愛してるわ！ 愛してるわ！！ 

 

お前を愛してい

るから、怒るん

だぞ！ 
殴るのは、お前を愛して

いるからだ。お前が愛を

裏切るから悪いんだぞ。 
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ねえ、君。  
この誤解は世界中の人たちがしています。だからあなたも、彼女との愛を育てるために一生懸命努力しているだけと、きっ

と信じているのでしょう。でもね、愛を善悪や罰や命令や暴力で無理に作り出すことなど、人間には出来ません。君が命を

かけるほどに、彼女を求めていたとしても、です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  
 

 

 
 

どうか愛を命令しないで！ 

 

愛は生まれず、 

何か別のものが生まれちゃうから。 
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あとがき ―絵本「恋人を愛しなさい」 
 
 

愛を巡っては、大きな誤解／錯覚が存在するようです。  
 
そして、この誤解は善悪の錯覚とも有機的に結合し、人類の長い歴史の中で、様々な悲劇をもたらして来たと考えることが

出来ます。  
 
もし、あなたがこの絵本に共感されたなら、出来るだけ多くの方に、ご紹介していただければとお願いいたします。 
 
本絵本は、自由にコピーして下さって結構です（商業出版はじめ金銭的な授受を伴う場合を除きます）。また下記ＷＥＢか

らは、東郷潤の他の絵本やメッセージをダウンロードすることが出来ます。 
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